
 

 

▲大判 （オオバンソウ…アブラナ科でルナリアといいます）花は 8 月に咲いてム

ラサキハナナによく似ているといいますが、花を見た記憶がありません。 

 

 

 

 

ラテン語で『月のような』という意味があるようです。日本人にしてみると大

判に見えるのかもしれませんね。この植物だけアブラナ科で他の 2 種類はイネ科

植物です。 

オオバンソウ（ルナリア）の花 

（あいにく写真がないので描いてみました） 

 

 



 

▲小判 （コバンソウ…イネ科で明るい道端や荒れ地、畑などに生えているのをよ

く見かけます。結構たくましい雑草です） 



 

▲もっと小さな小判（ヒメコバンソウ…こちらもイネ科でコバンソウよりかなり小さ

く、あまりコバンには似ていないと思うのですが） 

 

※他にもニセコバンソウ、コバンソウモドキなど、コバンの名が入った植物があ

ります。いずれもイネ科の植物です。 

 

全部見つけると大金持ちになれる…かな⁇ 
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